
同志社大学神学部・神学研究科    主催 

同志社大学一神教学際研究センター 共催 
 

公開講演会 
 
 

コンゴと中央アフリカにおける 

解放戦争とエイズ問題 
―その宗教的背景と国際協力の課題 

 
 

● 講  師 ● 

Fel ix
フェリックス

 Ulombe
・ Ｕ ・

 Kaputu
カ プ ト ゥ

  
（国際日本文化研究センター客員研究員・元ルブンバシ(コンゴ)大学 教授） 

 
 

● 日  時 ● 
2008年9月27日（土） 午後2時～4時 

 
 

● 場  所 ● 
同志社大学 今出川校地 神学館３階 礼拝堂 

 
 
 
 

 
 
 

 
○お問い合わせ 

同志社大学一神教学際研究センター（CISMOR） 
TEL: 075-251-3972  E-mail: info@cismor.jp  HP: http://www.cismor.jp/ 

録音・撮影はご遠慮ください 



《プ ロ グ ラ ム》 
 
 

司 会  森 孝一（同志社大学神学部・教授） 
 

１）講 演  Felix Ulombe Kaputu（フェリックス・Ｕ・カプトゥ） 

（国際日本文化研究センター客員研究員・元ルブンバシ(コンゴ)大学教授） 
 

「コンゴと中央アフリカにおける解放戦争とエイズ問題 

―その宗教的背景と国際協力の課題」 

 
２）質疑応答  
 
 
 
 

《講 師 紹 介》 
 
 

Felix Ulombe Kaputu（フェリックス・Ｕ・カプトゥ） 

 
【略歴】 

2000年4月  Ph.D.（ルブンバシ大学）  

2006年4月  ルブンバシ大学 アフリカ文学・宗教学専攻 教授  

2008年7月  国際日本文化研究センター客員研究員就任（平成21年3月迄）  

 
【専門分野】 

宗教、ジェンダー、文学（アフリカ文学、英文学、神話）、口述歴史 
 

【著書・論文等】 

2005 “Central African Women: Victims between African and Christian Traditions,” edited by Steven 

Engler and Gregory P. Grieve, Historicizing “Tradition” in the Study of Religion, Walter 
de Gruyter, Berlin.  

 

2002 “Religion and Memory: The Well-Being in Question for Half a Century in the Democratic 

Republic of Congo,” The Power of Oral History, Memory, Healing and Development, Vol.3, pp. 
1280-1295, XIIth International Oral History Conference, Pietmoritzburg, 24-27 June 2002. 

Edited by Philippe Denis and James Worthington, Pietermaritzburg: Sinomlando Project.  

 

2000  The Book of Revelation, Literature and Exegesis: a Psychoanalytical Analysis, 2 Volumes, 
950 pages, University of Lubumbashi.  

 

1999  Biblical Literature and Myths (Uganitic, Babylonian, Greek and African): a Textual and 
Exegetical Analysis, 192 pages, University of Lubumbashi.  


